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1.問 題の所在

筆者の一人である藤瀬は,大 学院科 目の一環として,こ れまで,「なぜ」「結果 どうなるか」という子どもに推

論の思考を求める学習課題を設定 し,そ の回答を教科書記述に基づいて探求させる中学校歴史授業の開発に取 り

組んできたt).こ のような授業作 りの方法を大学院生に指導 してきた理由は次の2点 である.第1の 理由は,「な

ぜ」「結果 どうなるか」という推論の思考に関すること.民 主主義社会とは,「誰に投票するか.そ れはなぜか」「政

府が提案する政策を実行すると,結 果どうなるか」という推論の思考が市民に求められる社会である.民 主主義

の担い手に必要な思考力を育成する授業作 りの方法を指導すれば 将来社会科教員となる大学院生の力量形成に

役立つと考えた.第2の 理由は,教 科書の活用に関すること.教 科書の使用義務がある我が国では,教 科書を主

教材にして質の高い授業を作ることが教師に求められる.と りわけ,教材研究の蓄積量が少ない若手教員の場合,

授業作 りのための教科書研究の仕方が授業作 りの質を大きく左右する,教 科書を活用して質の高い授業を作る方

法を指導すれば 将来教員をめざす大学院生の力量形成に役立つと考えた.

このような授業作 りを指導 して,大 学院生による実験授業を行い,中 学生にアンケー ト調査を実施 した結果明

らかになったことは,子 どもの教科書観を転換する上で有効な授業作 りの方法であるということである.子 ども

は,教 科書の本文を社会事象に関する網羅的な記述とみなしたり(網 羅的教科書本文観),教 科書の資料を本文

の装飾 とみなしたり(装 飾的教科書資料観),教 科書の本文や資料を羅列的に配置されたものとみなしたり(羅

列的教科書紙面観),素 朴で常識的な教科書観を持っている.教 科轡を活用して推論の思考を求める歴史授業を

開発 ・実践すれば,こ うした教科書観の変革を促すことができる.具 体的には,教 科書の本文を社会事象に関す

る選択的な記述とみなす選択的教科書本文観や,教 科書の資料を課題の探求に役立つ学習材とみなす実用的教科

書資料観 教科書の本文や資料を一体的に配置されたものとみなす一体的教科書紙面観を形成するために有効な

授業作 りの方法であることが明らかになった。

しかしながら課題 もある.そ れは,「過去の社会の理解を通しての現代社会の理解」2)を図るという社会科歴

史の役割を十分に果たすことができていないという点である.歴 史上の出来事や事件について 「なぜ」「結果 ど

うなるか」という問いを投げかけその答えを子どもに追究させても,そ の出来事や事件の原因や背景 結果や影

響を理解させることはできても,子 どもを取 り巻 く現代社会の有り様を理解させることにはつながらない.教 科

書を活用して推論の思考力を鍛える歴史授業を作るだけでは,「過去の社会の理解」は可能でも「現代社会の理解」

は困難なわけである,
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